
 

第３学年  音楽科学習指導案  
 

日時  令和元年１０月３０日（水）第５校時 

対象  第３学年１組 ３３名 

学校名 立川市立第一小学校 

授業者 松本 莉歩 

会場  音楽室 

 

 

 

１ 単元名「拍のながれにのってリズムをかんじとろう」（Ｂ分類）  

 

２ 単元の目標 

◎（知識及び技能） 

・反復や変化などの音楽を形づくっている要素を理解し、音楽の仕組みを生かして、

拍の流れにのってまとまりのあるリズムをつくる技能を身に付ける。 

 

◎（思考力、判断力、表現力等）  

・拍の流れにのって手拍子でリズムを打ったり、リズムフレーズの仕組みを生かして

４小節のリズムをつくったりしながら、どのようなリズムをつくるかについて、思

いや意図をもつ。 

 

◎（学びに向かう力、人間性） 

・まとまりのあるリズムをつくる学習に主体的に取り組むとともに、協働してリズム

をつくる活動を楽しむ。 

 

３ 評価規準 

ア知識及び技能 イ思考力、判断力、表現力等 ウ学びに向かう力、人間性 

①友達の楽器の音や他のパ

ートの旋律を聴きながら、

自分の音を合わせて合奏

している。 

②反復や変化などの音楽を

形づくっている要素を理

解し、まとまりのあるリズ

ムをつくっている。 

①リズム、旋律、拍の流れを

聴き取り、曲想を感じ取っ

て、それにふさわしい楽器

の演奏の仕方を工夫して

いる。 

②リズムの反復や変化を聴

き取り、拍の流れを感じな

がら４分音符と８分音符

の組み合わせを工夫し、反

復と変化を生かしたまと

まりのあるリズムをつく

ることに思いや意図をも

っている。 

①拍の流れにのって歌った

り、旋律を階名唱したりす

る学習にすすんで取り組

もうとしている。 

②拍の流れを感じながら、反

復や変化などの音楽を形

づくっている要素を生か

して、まとまりのあるリズ

ムをつくる学習にすすん

で取り組もうとしている。 

 

 

 

 

 

 



 

４ 単元の指導計画と評価計画（５時間扱い） 

時 ○主な学習活動 ・指導上の留意点 ◆評価規準[評価方法] 

１  

 

○『ゆかいな木きん』の範

唱を聴いて、旋律やリズ

ムを感じ取って歌う。 

・範唱 CD を聴き、感じたこ

とや気付いたことを発表

し合う。 

・教師の範唱に続いて歌詞

唱する。 

・全体を通して歌詞唱する。 

・主な旋律を階名唱する。 

 

・膝と手を交互に打つなど

して、拍の流れにのって

歌う。 

 

・手拍子と足の動きを付け

て歌う。 

 

・グループごとに、演奏す

る楽器を決める。 

 

 

 

 

 

・曲想をつかむように促す。 

 

 

 

 

 

・反復や変化について留意

させる。 

・拍打ちなどで、楽しみな

がら曲に親しませる。 

・４分の２拍子を理解させ

る。 

・「チャッ」で手拍子、「コ

ン」で足の動きを入れな

がら歌うようにさせる。 

・木きん、リコーダー、タ

ンバリン、カスタネット

の楽器の中から、自分が

演奏する楽器を決めさせ

る。 

 

 

◆ウ－① 

 〔発言・行動観察〕 

２ ○グループに分かれて演奏

する。 

・それぞれの旋律を階名唱

して、楽器の役割につい

て知る。 

・グループに分かれて演奏

する。 

 

 

 

・自分の演奏の振り返りを

する。 

 

 

・指遣いやリズムに気を付

けさせる。 

 

・楽器の演奏の仕方を知ら

せる。 

・曲想にふさわしい演奏の

仕方を工夫するように促

す。 

◆イ－① 

 〔演奏聴取・行動観察〕 

３ ○互いの音を聴き合いなが

ら、拍の流れにのって演

奏を楽しむ。 

・グループに分かれて、演

奏する。 

・自分の演奏の振り返りを

する。 

 

 

 

・反復や変化について再度

確認させる。 

・友達の演奏の良かったと

ころに目を向けさせる。 

◆ア－① 

 〔演奏聴取・発言〕 

曲のかんじを生かしてえんそうしよう！  



 

４  

 

○反復と変化を生かしたま

とまりのあるリズムの仕

組みに気付く。 

・拍の流れにのって〔もと

のリズム〕を演奏する。 

・〔もとのリズム〕や〔ゆ

かいな木きん〕のリズム

を例として、反復と変化

を生かしたリズムの仕組

みを知る。 

 

・１小節の〔小さいまとま

り〕と、２小節の〔大き

いまとまり〕をつないで

リズムをつくる。 

・４分音符と８分音符と４

分休符を使ってリズムを

つくる。 

・二人一組になって、自分

たちのつくりたいリズム

を考え、リズムカードを

並び変える。 

・つくったリズムを手拍子

で確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・４分音符、８分音符、４

分休符を使って、４小節

のまとまりがつくられて

いることに留意させる。 

 

 

 

・つくりたいリズムについ

て自分たちなりの思いや

意図をもたせる。 

・『曲の感じを表す言葉』

カードを配り、活用する。 

 

・『かなでてみよう』のソ

フトの使い方を確認させ

る。 

 

 

◆イ－② 

 〔ワークシート〕 

５ 

 

本 

時 

○反復と変化を生かした４

分の４拍子・４小節のま

とまりのあるリズムをつ

くる。 

・前時でつくったリズムカ

ードを生かして、二人一

組になってリズムづくり

を行う。 

 

 

 

・「かなでてみよう」でつ

くったリズムを実際の楽

器を使って演奏する。 

・振り返りをする。 

 

 

 

 

・つくりたいリズムについ

て、友達と協力しながら

取り組ませる。 

・『かなでてみよう』のソ

フトを使って、試行錯誤

しながら、自分たちなり

のリズムを考えさせる。 

◆ウ－② 

 〔行動観察〕 

 

 

◆ア－② 

 〔演奏聴取〕 

 

 

 

 

くりかえしや変化を使って、まとまりのあるリズムをつくろう！  



 

５  本時（全５時間中の５時間目）  

 （１）本時の目標 

反復と変化を生かして、４小節のまとまりのあるリズムづくりや演奏にすすんで

取り組む。 

 （２）展開 

時間  

一 小 ス タ ン

ダ ー ド  

主な学習活動 ・指導上の留意点 ◆評価規準 

導入 

５分 

（最①） 

１  前時までの振り返

りをし、リズムカード

でつくったリズムを

確認する。  

２  本時のめあてを知

る。  

・二人一組で、確認させ

る。  

 

 

 

 

 

 

 

展開 

３５分

（最②

③④） 

３  リズムづくりのポ

イントを確認する。  

 

 

 

 

 

４  「かなでてみよう」

を使ってリズムをつ

くる。  

・リズムカードを基に、

二人一組でリズムづ

くりに取り組む。  

 

 

 

 

５  つくったリズムを

発表する。  

 

 

 

 

 

・４分音符、８分音符、

４分休符を組み合わ

せてできる２拍のリ

ズムパターンを確認

するようにさせる。  

・反復と変化について確

認させる。  

 

 

 

・つくりたいリズムにつ

いて、友達と協力しな

がら取り組ませる。  

・自分たちなりのリズム

を試行錯誤しながら

つくらせる。  

 

・つくったリズムをモ二

ターに映し、視覚的に

もリズムを捉えられ

るようにする。  

 

 

 

 

 

 

 

◆ウ－② 

拍の流れを感じながら、

反復や変化などの音楽

を形づくっている要素

を生かして、まとまりの

あるリズムをつくる学

習にすすんで取り組も

うとしている。 

〔行動観察〕 

 

◆ア－② 

反復や変化などの音楽

を形づくっている要素

を理解し、まとまりのあ

るリズムをつくってい

る。 

〔演奏聴取〕 

まとめ 

５分 

（最⑤） 

６  本時の学習の振り

返りをする。  

・音楽を形づくっている

要素には、反復や変化

があることを確認さ

せる。  

 

 

 

 

友達と協力して、くりかえしと変化を生かしたリズムをつくろう！  


